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審査結果の所見 

 本研究は、高分子膜の自由界面を起点とする膜の構造・形態の変化に

関する諸現象の探索・理解と体系化を進めようとするものである。これ

まで応募者は、世界に先駆けて、表面光配向や表面物質移動に関する国

際的に評価の高い研究成果を発表している。本研究は、これらの研究成

果に裏付けされ、液晶やアモルファス高分子に関わる新しい変換や光機

能の創出を、化学的及び物理的の両面からのアプローチにより行おうと

するものであり、十分な成果が期待できる。したがって、基盤研究（Ｓ）

として採択すべき課題であると判断した。 

 

 

 

  


